
（
神
奈
川
県
商
工

部
工

業
課
「
公
害
審
査
委
員
会
関
係
綴
⑴

」（
昭
和
三
十
七
年
）
神
奈
川

県
庁
蔵
）

二

五
九

　
公
害
防
止
条
例
の

沿
革

公
害
発
生
経
過

公
害
防
止
条
例
の

沿
革

本
県
に

お
い

て
、

公
害
に

対
す
る
法
的
規
制
の

必
要
性
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
つ

た
の

は
、

昭
和
二

五
年
の

こ

ろ
か
ら
で

あ
る
。

戦
後
に
お

け
る
産
業
復
興

が
休
廃
止
工

場
の

転
換
活
用
を
進
め
、

更
に

朝
鮮
動
乱
は
そ
の

傾
向
を
助
長
し

た
。

し
か
し
な
が
ら
、

そ
の

反
面
に

お
い

て

は
、

附
近
住
民
と
の

間
に
、

工

場

か
ら
の

騒
音
・

ば
い

煙
等
に

よ
る
紛
争
が
生
ず
る
よ
う
に

な
つ

た
。

こ

の

よ
う

な
工

場
側
の

無
過
失
の

侵
害
に

対
し
て
、

附
近
住
民
の

福
祉
を
保
護
す
る
法
令

は
な
く
、

い

か

に

し

て

産
業
の

発
展
と
住
民
の

福
祉
と
の

調
和
を
は
か
る
か

が
、

問
題
と
し
て

提
起
さ
れ
る
に
い

た
つ

た
。

当
時
、

東
京
都
に

お
い

て

は
、

工

場
公
害
防
止
条
例
（
昭
和
二

四
年
八
月
）

が
、

ま
た
、

大
阪
府
に

お
い

て

は
、

事
業
場
公
害
防
止
条
例
（
昭
和
二

五
年
八

月
）
が
、

す
で
に

施
行
さ
れ
て

お

り
、

公
害
の

防
止
に

相
当
の

実
績
を
あ
げ
て

い

る
状
況
か
ら
、

本
県
と
し
て

も
、

公
害
に

起
因
す
る
紛
争
の

処
理
に

つ

い

て

は
、

条
例
の

制
定
に

よ
り
早
期
の

解
決
を
は
か
る
べ

き
で

あ
る
と
の

方
針
を
固

め
、

昭
和
二

五
年
末
か
ら
条
例
案
の

起
草
に
か
か
つ

た
。

条
例
の

立
案
に

当
つ

て

は
、

公
害
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、

戦
前
の

工

場
取
締
規
則
に

準
ず
る
法
的
規
制
を
必
要
と
す
る
が
、

条
例
に

よ
る
規
制
が

産
業
の

復
興
を
抑
制
し
た
り
、

企
業
活
動
を
不
当
に

圧
迫
し
た
り
す
る
こ

と
は

極
力
避
け
る
方
針
の

も
と
に
、

関
係
業
界
と
の

協
議
を
重
ね
つ

つ

条
例
案
を
取

り
ま
と
め
、

二

六
年
一

二

月
の

定
例
県
議
会
に
、

神
奈
川
県
事
業
場
公
害
防
止

条
例
案
を
提
案
し
、

議
会
の

議
決
を
経
て

翌
二

七
年
三

月
一

日

か
ら
施
行
さ

れ
た
。

同
条
例
は
、

昭
和
三
九
年
六
月
一

日
、

現
行
の

公
害
の

防
止
に

関
す
る
条
例

の

施
行
に

伴
な
い
、

同
日
づ

け
を
も
つ

て

廃
止
さ
れ
た
が
、

そ
の

間
一

二

年
余

に

わ
た
る
条
例
の

施
行
状
況
を
示
す
と
概
ね
次
の

と
お
り
で

あ
る
。

㈠
　
公
害
陳
情
事
案
の

処
理

工

場
か
ら
発
生
す
る
騒
音
、

ば
い

煙
等
に

よ
る
附
近
住
民
の

苦
情
は
、

い

わ
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ゆ
る
陳
情
の

形
で

県
又
は
地
元
の

市
役
所
に

持
ち
込
ま
れ
る
が
、

昭
和
二

七
年

三
月
一

日
か
ら
三
九
年
五
月
末
日
ま
で

に

発
生
し
た
公
害
事
案
は
、

一

、

一

二

一

件
で

あ
つ

て
、

年
次
別
・

公
害
種
類
別
件
数
は
第
一

表
の

と
お

り
で

あ
る
。

表
一

　
陳
情
問
題
、

年
次
別
、

公
害
種
類
別
、

発
生
状
況
表

（
注
）
三
九
年
は
五
月
三
一

日
ま
で
。

な
お
、

陳
情
問
題
の

処
理
に

つ

い

て

は
、

昭
和
三
六
年
三
月
、

条
例
施
行
規

則
の
一

部
を
改
正
し
、

障
害
の

発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

緊
急
を
要
す

る
場
合
及
び
工

場
の

規
模
が
比
較
的
小
さ
く
、

障
害
を
受
け
る
地
域
が

極
め
て

小
範
囲
で

あ
り
、

か
つ

調
査
に

高
度
の

技
術
を
要
し
な
い

公
害
問
題
の

処
理
に

関
す
る
指
導
及
び
勧
告
の

権
限
を
県
下
の

各
市
長
に

委
任
す
る
こ

と
に

し
た
。

同
年
四
月
一

日
か
ら
三
九
年
五
月
末
日
ま
で
に

各
市
が

取
り
扱
つ

た
陳
情
件
数

は
、

六
五
〇
件
で

あ
る
。

県
及
び
各
市
が

取
り
扱
つ

た
陳
情
件
数
を
公
害
種
類
別
、

地
域
別
に

み
る
と

第
二

表
の

と
お
り
で

あ
る
。

表
二

　
陳
情
問
題
種
別
地
区
別
発
生
状
況
表
（
三
九
・

五
・

三
一

現
在
）

©神奈川県立公文書館



（
注
）
こ

の

表
に

お
い

て
、

　「
県
」
の

欄
は

県
が
取
り
扱
つ

た
事
案
の

件
数
を
、

ま
た
「
市
」
の

欄
は
、

各
市
が

県
の

委
任
に

基
づ
い

て

取
り
扱
つ

た
件
数
を
示
す
。
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㈡
　
公
害
発
生
の

予
防
措
置

旧
条
例
の

制
定
以
来
、

県
は
事
業
主
の

自
主
的
な
申
請
（
条
例
第
四
条
に

基

づ

く
調
査
請
求

）
に

基
づ
い

て
、

既
設
の

工

場
か
ら
発
生
す
る
公
害
問
題
の

ほ

か
工

場
の

新
設
に

際
し
て

も
、

公
害
の

防
止
に

必
要
な
指
導
を
行
つ

て

き
た
。

そ
の

年
次
別
、

公
害
種
類
別
取
扱
件
数
は
第
三

表
の

と
お
り
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

県
下
へ

の

工

場
進
出
が

活
発
化
す
る
に
つ

れ
、

事
業
主
の

自
発
的
な
申
出
を
ま
つ

と
い

う
体
制
で

は
、

公
害
防
止
の

目
的
を
達
成
し

難
い

状
況
に
い

た
つ

た
。

そ
こ

で
、

昭
和
三
四
年
三
月
、

条
例
の
一

部
を
改
正
し
、

公
害
の

発
生
の

お

そ
れ
の

あ
る
機
械
の

設
置
や
作
業
に
つ

い

て
、

事
前
の

届
出

制
を
採
用
す
る
に
い

た
つ

た
。

す
な
わ
ち
鍛
造
機
や
プ
レ

ス

機
械
等
々

を
新
設

し
、

増
設
し
又
は
移
転
し
よ
う
と

す
る
と
き
、

あ
る
い

は
板
金
や
め
つ

き
等
々

の

作
業
を
業
と
し
て

行
な
お

う
と

す
る
と
き
は
、

事
業
主
は
、

あ
ら
か
じ
め
、

そ
の

計
画
の

概
要
と

公
害
の

防
止
措
置
と
を
知
事
に

届
け
出
る
こ

と
を
要
す
る

も
の

と
し
た
。

県
は
こ

の

届
出
に

基
づ
い

て
、

事
前
に

審
査
を
行
い
、

公
害
の

発
生
の

お
そ
れ
の

あ
る
も
の

に

つ

い

て

は
、

防
止
の

措
置
に
つ

い

て

指
導
す
る

な
ど
、

公
害
発
生
の

予
防
に

つ

と
め
て

き
た
。

昭
和
三
四
年
四
月
か
ら
三
九
年
五
月
末
日

ま

で

に

条
例
第
三
条
に

基
づ
い

て
、

県
が

受
理
し
た
届
出
件
数
は
、

一

、

四
三
九
件
で

あ
る
が
、

そ
の

年
次
別

・

地
域
別
件
数
は
第
四
表
の

と
お

り
で

あ
る
。

表
三
　
条
例
第
四
条
に

よ
る
調
査
請
求
取
扱
件
数
表

（
注
）
三
九
年
は

五
月
三
一

日
ま
で
。
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表
四

　
条
例
第
三
条
に

よ
る
届
出
年
次
別
地
区
別
状
況
表

公
害
防
止
条
例
の

改
正
（
新
条
例
の

制
定
）

以
上
の

ご

と

く
、

本
県
は
東
京
都
及
び
大
阪
府
に
つ

い

で
、

昭
和
二

六

年
に

事
業
場
公
害
防
止
条
例
を
制
定
し
、

ま
た
昭
和
三
四
年
に

は
条
例
の
一

部
改
正

を
行
な
う
こ

と
に

よ
つ

て
、

機
械
設
置
等
の

事
前
届
出
制
を
採
用
す
る
な
ど
、

予
防
行
政
に

お
い

て

も
前
進
的
な
体
制
を
整
備
し
、

産
業
の

発
展
と
住
民
の

福

祉
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、

公
害
事
案
を
処
理
し
て

き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

県
下
に

お

け
る
公
害
の

発
生
は
、

横
浜
・

川
崎
両
市
の
、

い

わ
ゆ
る
京
浜
工

業
地
帯
は
も
と
よ
り
県
央
そ
の

他
湘
南
・

県
西
地
域
等
々
、

県
下
全
域
に

わ
た
つ

て

多
発
化
す
る
傾
向
を
示
し
、

従
来
の

体
制
の

ま
ま
で

推

移
す
る
と
す
れ

ば
、

大
気
の

汚
染
、

河
川
の

汚
濁
、

騒
音
の

発
生
等
に

よ
つ

て
、

県
民
の

生
活
環
境
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
る
公
算
が
大
と
な
つ

た
。

こ

の

よ
う
な
情
勢
か
ら
、

昭
和
三
八
年
六
月
、

県
は
行
政
機
構
の

改
革
に

よ

り
、

従
来
商
工

部
工

業
課
で

所
掌
し
て

い

た
公
害
行
政
を
企
画
調
査
部
に

移
す

と
と
も
に

公
害
課
を
新
設
し
、

本
県
に
お

け
る
公
害
防
止
対
策
な
い

し
は
公
害

規
制
の

在
り
方
に
つ

い

て

抜
本
的
な
検
討
を
加
え
た
結
果
、

㈠
公
害
の

発
生
を
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未
然
に

防
止
す
る
こ

と
が
公
害
行
政
の

基
本
で

あ
る
こ

と
。

㈡
公
害
問
題
の

処

理
に

当
つ

て

は
、

行
政
措
置
の

実
効
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で

あ
る
と
の

見

地
か

ら
、

従
来
の

事
業
場
公
害
防
止
条
例
を
全
面
的
に

改
正
す
る

こ

と

に

し

た
。

改
正
条
例
案
は
、

三
九
年
二

月
の

定
例
県
議
会
に

「
公
害
の

防
止
に

関
す

る
条
例
」（
案
）と
し
て

提
案
さ
れ
、

議
会
の

議
決
を
経
て

同
年
三
月
三
一

日
に

公
布
さ
れ
、

六
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

改
正
の

要
点
は
次
の

と
お
り
で

あ
る
。

㈠
　
旧
条
例
は
、

主
と
し
て

工

場
公
害
を
規
制
の

対
象
と
し

て

い

た

が
、

新

条
例
に
お
い

て

は
、

工

場
の

ほ
か
一

般
の

事
業
場
を
も
規
制
で

き
る
よ
う
に
し

た
。

㈡
　
旧
条
例
は
、

騒
音
・

振
動
・

ば
い

煙
・

粉
じ
ん
・

廃
液
・

ガ
ス

を
公
害
の

種
類
と
し
て

明
示
し
て
い

た
が
、

新
条
例
に
お
い

て

は
、

こ

れ
ら
に

「
汚
水
」

と
「
臭
気
」
を
加
え
た
。

㈢
　
旧
条
例
に

お
い

て

は
、

公
害
の

認
定
を
行
な
う
と
き
は
、

知
事
の

諮
問
機

関
で

あ
る
事
業
場
公
害
審
査
委
員
会
へ

諮
る
こ

と
を
要
件
と
し
て
い

た
が
、

新

条
例
に

お
い

て

は
、

事
案
の

処
理
を
促
進
す
る
た
め
、

別
に

規
則
で

定
め
る

基

準
に

基
づ
い

て
、

知
事
が
防
止
の

措
置
を
必
要
と
認
め
た
も
の

を
公
害
と
し
て

処
理
で

き
る
よ

う
に

し
た
。

㈣
　
許
可
制
の

採
用
―
工

場
の

立
地
条
件
い

か
ん
に

よ
つ

て

は
、

公
害
の

防
止

が

技
術
的
に

極
め
て

困
難
な
機
械
の

設
置
や
作
業
に
つ

い

て

は
許
可
制
を
採
用

し
た
。

㈤
　
届
出
制
の

強
化
―
届
出
を
要
す
る
機
械
・

作
業
の

範
囲
を
大
幅
に

拡
大
す

る
ほ
か
、

知
事
は
、

必
要
に

応
じ
、

事
業
主
に

対
し
て
、

機
械
の

設
置
や
作
業

の

実
施
に

関
す
る
計
画
の

変
更
等
を
命
ず
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う
に

し
た
。

㈥
　
勧
告
権
の

市
長
へ

の

委
任
―
工

場
及
び
事
業
場
か
ら
公
害
が
発
生
し
て
い

る
と
き
又
は
そ
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

知
事
は
事
業
主
に

対
し
て

公
害
の

防
止
に
つ

い

て

勧
告
を
行
な
う
こ

と

に

な
つ

て
い

る
が
、

市
の

区
域
内
に

あ
つ

て

は
勧
告
権
を
全
面
的
に

市
長
に

委
任
す
る
こ

と
に
し
た
。

㈦
　
行
政
処
分
―
知
事
の

公
害
防
止
措
置
命
令
に

従
わ
な
い

悪
質
な
事
業
主
に

対
し
て

は
、

機
械
の

使
用
停
止
、

移
転
除
却
、

作
業
停
止
、

物
品
の

撤
去
等
を

命
ず
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う
に

し
た
。

以
上
の

よ
う
に
、

新
条
例
は
公
害
の

規
制
を
強
化
す
る
面
で

画
期
的
な
も
の

で

あ
る
が
、

行
政
の

行
き
過
ぎ
の

な
い

よ
う
重
要
事
案
の

処
理
に

当
つ

て

は
、

事
前
に

知
事
の

諮
問
機
関
で

あ
る
神
奈
川
県
公
害
審
査
委
員
会
の

意
見
を
き
く

こ

と
に

な
つ

て

い

る
。

な
お
、

公
害
の

規
準
に

関
す
る

規
則
に

つ

い

て

は
、

三
九
年
六
月
五
日
に
、

新

条
例
施
行
後
第
一

回
の

公
害
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、

同
委
員
会
へ

の

諮
問
の

手
続
き
を
経
て
、

六
月
一

二

日
に

公
布
、

即
日
施
行
さ
れ
た
。

こ

の

規
則
に

お
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い

て

は
、

騒
音
・

汚
水
・

廃
液
・

ば
い

煙
及
び
ガ
ス

に
つ

い

て

は
、

そ
れ
ぞ
れ

数
値
を
も
つ

て

基
準
を
設
定
し
た
が
、

振
動
及
び
粉
じ
ん
に
つ

い

て

は
「
工

場

又
は
事
業
場
の

周
辺
の

人
又
は
物
に

著
し
い

障
害
を
与
え
る
と

認
め
ら
れ
る
程

度
」、
ま
た
臭
気
に
つ

い

て

は
、「
工

場
又
は
事
業
場
の

周
辺
の

人
の

多
数
が

著
し

く
不
快
を
感
ず
る
と
認
め

ら
れ
る
程
度
」
を
も
つ

て

公
害
認
定
の

基
準
と
し
て

い

る
。

（
公
害
の

基
準
設
定
に

関
す
る
詳
細
は
、

関
係
各
章
を
参
照
さ
れ
た
い

）

（
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
公
害
課
「
公
害
行
政
概
要
」（
昭
和
四
十
年
）
神
奈
川
県
庁
蔵

）

〔
注
〕　
関
係
各
章

省
略
。

二

六
〇

　
昭
和
四
十
年
五
月
現
在
公
害
処
理
状
況

公
害
認
定
事
案
と
そ
の

処
理
状
況

県
は
、

公
害
防
止
条
例
の

改
正
を
機
会
に
、

公
害
の

認
定
を
知
事
の

権
限
と

し
、

あ
ら
か
じ
め

公
害
審
査
委
員
会
に

は
か
つ

て

制
定
し
た
「
公
害
の

基
準
に

関
す
る
規
則
」
に

照
ら
し
て
、

障
害
の

程
度
が
条
例
に

基
づ

く
防
止
の

措
置
を

必
要
と
す
る
も
の

を
公
害
と
し
て

認
定
す
る
こ

と
に

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

実
際
の

運
用
に

当
つ

て

は
、

障
害
の

程
度
が
公
害
の

基
準

を
超
え
て

い

る
も
の

を
直
ち
に

公
害
と
し
て

認
定
す
る
こ

と
は
さ
け
、

ま
ず
行

政
指
導
に

よ
つ

て

事
業
主
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
示
す
る
も
の

と
し

事
業
主
の

自
主
的
な
防
止
対
策
に

よ
つ

て

問
題
の

解
決
を
は
か
る
方
向
で

処
理

し
て

い

る
が
、

県
市
の

再
三
に

わ
た
る
指
導
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

効
果
的
な
措

置
を
講
じ
な
い

た
め
、

附
近
住
民
の

多
数
に

長
期
間
著
し
い

障
害
を
与
え
て
い

る
工

場
に

対
し
て

は
、

公
害
認
定
の

上
、

所
要
の

行
政
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と

し
た
。

以
上
の

よ
う
な
趣
旨
か
ら
、

県
は
関
係
市
の

意
向
を
聴
取
し
、

事
業
主
側
の

対
策
の

実
施
状
況
及
び
住
民
側
の

う
け
て

い

る
障
害
の

程
度
等
を
十
分
に

調
査

検
討
し
た
結
果
、

去
る
一

月
二

八
日
次
の

工

場
に

係
る
公
害
事
案
を
条
例
適
用

上
最
初
の

「
公
害
」
と
し
て

認
定
し
、

関
係
市
長
あ
て

通
知
す
る
と
と
も
に

条

例
第
八
条
の

規
定
に

よ
る
勧
告
を
要
請
し
た
。

な
お
、

今
回
の

公
害
認
定
は
、

条
例
施
行
後
は
じ
め
て

の

事
例
で

も
あ
り
、

慎
重
を
期
す
る
意
味
か
ら
特
に

公
害
審
査
委
員
会
に

は
か
つ

て

決
定
し
た
。

こ

れ
ら
公
害
認
定
事
案
の

概
要
は
、

次
の

と
お

り
で

あ
る
。

㈠
　
日
本
油
化
工

業
株
式
会
社
の

悪
臭
公
害

①
　
工

場
所
在
地

　
川
崎
市
港
町
四
三

②
　
用
途
地
域

　
工

業
地
域

③
　
操
業
開
始
年
月
　
昭
和
三
五
年
四
月

④
　
資
本
金

　
五
〇
〇
万
円

⑤
　
従
業
者
数

　
二

〇
人

⑥
　
業
　
種

　
飼
料
製
造
業

⑦
　
公
害
の

種
類

　
臭
気
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⑧
　
公
害
の

発
生
源
　
フ

イ
ツ

シ

ユ

ソ

リ
ユ

ブ
ル

（
魚
の

内
臓
を
煮
て

液

状
に

加
工

し
た
も
の

）
に
ふ

す
ま
ぬ

か
を
混
合
さ

せ

た
後
、

乾
燥
さ
せ

る
工

程
で

発
生
す
る
悪
臭

⑨
　
公
害
の

程
度

　
工

場
周
辺
の

住
民
多
数
が

著
し
い

不
快
感
を
も
よ

お

す
程
度
の

悪
臭
が
し
ば
し
ば
発
生
し
、

周
辺
の

住
民
か
ら
、

そ

の

つ

ど
川
崎
市
へ

陳
情
が

出
さ

れ
、

特
に

三
九
年
九
月
九
日
に

は
、

二
一

名
（
そ

の

後
九
月
二
一

日
に

九
名
追
加
）
の

者
が
医
師
の

診
断
書
を
添
え
関
係
町
内
会
長
か
ら
陳
情
書
の

提

出
が
あ
つ

た
。

⑩
　
処
理
経
過

　
三
五
・

五
・

一

七

　
附
近
住
民
四
六
〇
人
か
ら
知
事
あ
て

陳
情
が
あ
つ

た
。

三
八
・

九

　
県
か
ら
公
害
防
止
対
策
に
つ

い

て

指

示
し
た
。

三
九
・

一

　
脱
臭
装
置
が
設
置
さ
れ
た
。

三
九
・

九
・

九

　
第
二

回
公
害
審
査
委
員
会
の

席
上
、

前
記
の

陳
情
書
の

取
り
扱
い

に
つ

き

審
議
し
た
。

三
九
・

九
・

二

六

　
知
事
名
を
も
つ

て

悪
臭
発
生
防
止
に

つ

い

て

警
告
書
を
送
付
し
た
。

三
九
・

一

〇
・

七

　
川
崎
市
長
名
を
も
つ

て

条
例
八
条
に

よ
り
公
害
防
止
措
置
を
講
ず
る
よ
う

勧
告
し
た
。

四
〇
・

一

・

一

六

　
川
崎
市
長
名
を
も
つ

て
、

知
事
あ
て

公
害
認
定
の

申
請
が
あ
つ

た
。

四
〇
・

一

・

二

八

　
公
害
と
認
定
さ
れ
た
。

（
臭
気
）

四
〇
・

二

・

二

四

　
川
崎
市
長
名
を
も
つ

て
、

日
本
油
化

に

対
し
、

公
害
の

防
止
措
置
を
講
ず

る
よ
う
勧
告
し
た
。

四
〇
・

三
・

一

八

　
臭
気
が
ひ
ど
い

と
の

苦
情
申
出
が
あ

り
調
査
し
た
と
こ

ろ
、

さ
き
に

設
置

さ
れ
た
脱
臭
装
置
は
稼
動
し

て

お

り
、

風
向
は
海
側
に

吹
き
、

敷
地
外

で

は
臭
気
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
か
つ

た
。

同
時
点
に

お
い

て

工

場
と
し
て

は
、

ソ

リ
ユ

ー
ブ
ル

量
を
減
ず
る
と

同
時
に
、

川
口

物
産
（
静
岡
）
の

鮮

度
の

高
い

比
較
的
臭
気
の

程
度
の

低
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い

ソ
リ
ユ

ー
ブ
ル

を
使
用
し
は
じ
め

て
い

た
。

四
〇
・

五
・

一

三

　
風
下
で

は
、

か

な

り

悪
臭
を
呈
し

た
。

勧
告
後
未
だ
改
善
策
を
提
出
し

て
い

な
い

の

で
、

早
急
に

文
書
に

よ

り
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

四
〇
・

五
・

一

五

　
工

場
付
近
の

住
民
か
ら
悪
臭
に
つ

い

て

陳
情
の

電
話
が
あ
り
調
査
し
た
。

そ
の

結
果
、

作
業
の

点
で
は
通
常
と

変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
つ

た
。

し
か

し
風
向
は
民
家
の

方
向
で
、

か
つ
、

微
風
状
態
な
の

で
、

悪
臭
が
付
近
に

停
滞
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

四
〇
・

五
・

二
一

　
日
本
油
化
の

鈴
木
社
長
が

公
害
の

防

止
措
置
の

改
善
案
を
持
参
し
て

来
庁

し
た
。

内
容
は
原
料
の

ソ

リ
ユ

ー
ブ
ル

を
鮮

度
の

高
い

も
の

と
し
、

か
つ
、

臭
気

軽
減
の

た
め
「
エ

ア
ー

ウ
イ
ツ

ク
二

三
一

」（
商
品
名
）を
ソ

リ
ユ

ー
ブ
ル

の

中
に

入
れ
脱
臭
す
る
。

又
、

脱
臭

装
置
に
つ

い

て

は
専
属
管
理
者
を
一

名
増
員
す
る
と
言
う
も
の

で

あ
る
。

内
容
に
つ

い

て

は
十
分
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の

で

「
エ

ア
ー

ウ
イ
ツ

ク

二

三
一

」
の

使
用
並
び
に

脱
臭
装
置

の

作
業
に

関
す
る
資
料
を
報
告
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

㈡
　
太
平
飼
料
株
式
会
社
の

悪
臭
公
害

①
　
所
在
地

　
横
須
賀
市
川
間
一

六
三

②
　
用
途
地
域

　
工

業
地
域

③
　
操
業
開
始
年
月
　
昭
和
二

四
年
四
月

④
　
資
本
金

　
三
、

〇
〇
〇
万
円

⑤
　
従
業
者
数

　
三
五
人

⑥
　
業
　
種

　
飼
肥
料
製
造
業

⑦
　
公
害
の

種
類

　
臭
気

⑧
　
公
害
の

発
生
源
　
魚
の

内
臓
を
濃
縮
し
て

フ

イ
ツ

シ

ユ

ソ

リ
ブ
ル

を

つ

く
り
更
に
ぬ
か
を
混
合
さ
せ

て

乾
燥
し
、

飼
料
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を
製
造
す
る
工

程
及
び
魚
の

残
滓
を

煮
て

粉
砕

し
、

乾
燥
さ
せ

肥
料
を
造
る
工

程
か
ら
発
す
る
悪

臭

⑨
　
公
害
の

程
度

　
工

業
地
域
で

は
あ
る
が
、

工

場
周
辺
に

は
住
家
が

多
く
、

多
数
の

人
が
悪
臭
に

よ
り
著
し
く
不
快
を

感
じ
て
い

る
。

ま
た
、

隣
接
の

湘
南
化
成
（
従
業

員
九
六
人

）
か
ら
悪
臭
に

よ
り
不
快
感
、

頭
痛
、

吐
気
を
催
す
こ

と
が
た
び
た
び
あ
る
旨
、

市
長
あ

て

陳
情
が
あ
つ

た
。

⑩
　
処
理
経
過

　
三
九
・

四
・

一

七

　
公
害
調
査
請
求
に

基
づ

く
調
査
結
果

を
通
知
し
た
。

三
九
・

一

〇
・

一

二

　
湘
南
化
成
工

業
か
ら
知
事
及
び
横
須

賀
市
長
あ
て

陳
情
が
あ
つ

た
。

三
九
・

一

一

・

一

九

　
悪
臭
除
害
対
策
に

つ

き
計
画
書
を
提

出
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

四
〇
・

一

・

一

九

　
県
衛
生
部
長
名
で

当
該
化
製
場
の

施

設
改
善
に
つ

き
指
導
監
督
方
を
市
長

に

通
知
し
た
。

四
〇
・

一

・

二

八

　
公
害
と

認
定
さ
れ
た
。

（
臭
気
）

四
〇
・

一

・

二

九

　
一

月
一

八
日
提
出
さ
れ
た
除
去
対
策

に
つ

き
、

工

試
に

検
討
依
頼
し
た
結

果
不
適
当
で

あ
つ

た

の

で
、

そ
の

旨
、

大
平
飼
料
の

田
中
専
務
に

連
絡

速
や
か
に

再
検
討
し
抜
本
的
な
対
策

を
計
画
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

四
〇
・

三
・

五

　
横
須
賀
市
商
工

課
担
当
者
を
同
行
し

て

現
地
調
査
を
行
な
つ

た
と
こ

ろ
、

天
火
乾
燥
を
行
な
つ

て

い

た
の

で

即

刻
中
止
す
る

よ

う
厳
重
に

注
意
し

た
。

除
害
装
置
に
つ

い

て

は
、

栗
田
、

白

石
、

ジ
ヨ

ン

ソ
ン
、

日
本
光
電
の

各

メ

ー
カ

ー
に

見
積
設
計
を
依
頼
中
で

あ
つ

た
。

四
〇
・

三
・

六

　
横
須
賀
市
長
か
ら
会
社
あ
て

公
害
防

止
の

勧
告
を
行
な
つ

た
。

四
〇
・

四
・

三
〇

　
田
中
専
務
よ
り
除
害
装
置
に
つ

い

て

検
討
の

結
果
、

栗
田
工

業
の

装
置
が
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最
良
の

も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、

所

定
の

予
算
額
を
大
幅
に

超
過
す
る
の

で
、

業
者
と
も
再
度
相
談
の

う
え
決

定
し
た
い

旨
報
告
が
あ
つ

た
。

四
〇
・

五
・

一

八

　
栗
田
工

業
と
も
相
談
の

結
果
、

ま
ず

化
製
場
の

施
設
改
善
を
十
分
に

行
な

つ

た
う
え
で
、

除
害
装
置
を
設
置
す

る
こ

と
に

な
り
（
役
員
会
に

お
い

て

の

決
定
事
項
）
栗
田
工

業
に

再
度
見

積
設
計
す
る
よ
う
依
頼
し
た
旨
田
中

専
務
よ
り
報
告
が
あ
つ

た
。

四
〇
・

五
・

二

六

　
栗
田
工

業
よ
り
再
度
提
出
の

あ
つ

た

見
積
設
計
に
つ

い

て

工

試
に

検
討
を

依
頼
し
た
旨
、

田
中
専
務
よ
り
連
絡

が
あ
つ

た
。

㈢
　
富
士
チ
タ
ン

工

業
株
式
会
社
平
塚
工

場
の

廃
液
及
び
ガ
ス

公
害

①
　
所
在
地

　
平
塚
市
新
宿
一

一

五

②
　
用
途
地
域

　
工

業
地
域

③
　
操
業
開
始
年
月
　
昭
和
三
一

年
四
月

④
　
資
本
金

　
三
億
二
、

〇
〇
〇
万
円

⑤
　
従
業
者
数

　
五
〇
〇
人

⑥
　
業
　
種

　
化
学
工

業
（
酸
化
チ
タ
ン

の

製
造
）

⑦
　
公
害
の

種
類

　
廃
液
及
び
ガ
ス

⑧
　
公
害
の

発
生
源
　
鉱
石
（
砂
鉄
）
か
ら
金
属
チ
タ
ン

を
抽
出
す
る
た

め

溶
解
反
応
タ
ン

ク
に

鉱
石
と
濃
硫
酸
を
入
れ
て

加
熱
溶
解
す
る
際
に

発
生
す
る
ガ
ス

（
亜
硫
酸
ガ

ス

）
と
硫
酸
ミ
ス

ト
並
び
に

鉄
と
硫
酸
を
含
む
廃

液
及
び
廃
液
処
理
の

過
程
で

混
入
す
る
カ
ー
バ

イ

ト

滓
を
含
む
汚
水
。

⑨
　
公
害
の

程
度

　
廃
液
　P

H

　
一

〜
一

四

（
基
準
値
五
・

八
〜
八
・

六
）

C
O

D

　
三
五
〇
〜
六
四
〇

（
基
準
値
日
間
平
均
五
〇
）

（
基
準
値
最

　
大
八
〇
）

浮
遊
物
質
五
、

三
〇
〇
〜
五
、

九
〇
〇

（
基
準
値
日
間
平
均
　
七
〇
）

（
基
準
値
最

　

大
一

〇
〇
）

鉄
　
五
四
六
〜
五
七
六
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（
基
準
値
日
間
平
均
一

〇
）

②
　
ガ
ス

　
周
辺
の

住
民
に

著
し
い

障
害
を
与
え

た
事
例
が
あ
つ

た

に

も
か
か
わ
ら

ず
、

除
害
設
備
が

全
く
な
さ
れ
て

い

な
い
。

⑩
　
処
理
経
過

　
三
五
・

八
・

四

　
平
塚
市
長
か
ら
知
事
あ
て

陳
情
。

三
六
・

五
・

二

　
平
塚
漁
業
協
同
組
合
か
ら
知
事
あ
て

陳
情
。

三
七
・

四
・

三

　
知
事
名
で

工

場
あ
て

公
害
防
止
対
策

を
勧
告
。

三
八
・

三
・

三
一

　
廃
液
処
理
施
設
を
設
置
し
た
が
、

そ

の

後
同
施
設
は
故
障
が
多
い

の

で

し

ば
し
ば
改
善
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

三
九
・

九
・

五

　
工

場
廃
水
処
理
に

つ

き
改
善
方
指
示

し
た
。

三
九
・

一

二
・

二

八

　
平
塚
市
長
か
ら
知
事
あ
て

公
害
認
定

の

依
頼
が
あ
つ

た
。

四
〇
・

一

・

二

八

　
公
害
と

認
定
さ
れ
た
。

　（
廃
液
お
よ

び
ガ
ス

）

四
〇
・

二
・

一

三

　
平
塚
市
長
か
ら
会
社
あ
て

公
害
の

防

止
に
つ

い

て

勧
告
。

公
害
除
去
計
画

書
を
三
月
末
ま
で

に

提
出
す
る
よ
う

指
示
。

四
〇
・

三
・

三
〇

　
平
塚
市
に

お
い

て

会
社
か
ら
の

公
害

除
去
計
画
書
収
受
。

四
〇
・

四
・

三
〇

　
会
社
か
ら
日
本
開
発
銀
行
の

融
資
を

受
け
た
い

の

で
、

融
資
あ
つ

旋
方
依

頼
の

文
書
が
提
出
さ
れ
た
。

四
〇
・

四
・

二
二

　
公
害
防
止
対
策
に

つ

い

て
、

会
社
案

が
で

き

た

の

で
、

現
地
で

事
情
聴

取
。

具
体
的
に

文
書
で

提
出
す
る
よ

う
指
示
し
た
。

四
〇
・

五
・

六

　
公
害
課
に

て
、

会
社
側
よ
り
公
害
防

止
対
策
に
つ

い

て

事
情
聴
取
。

ア
ン

モ

ニ

ア
タ
ン

ク
、

沈
澱
池
の

容
量
等

が
不
明
な
の

で
、

詳
細
な
計
画
書
を

提
出
す
る
よ

う
指
示
し
た
。

四
〇
・

五
・

二

五

　
公
害
防
止
対
策
に
つ

い

て

の

文
書
を

©神奈川県立公文書館



平
塚
市
を
経
由
し
て

収
受
。

こ

の

計

画
で

は
、

既
に

会
社
で

説
明
の

あ
つ

た
浮
遊
物
除
去
の

施
設
（
振
動
篩
）

が
な
い
。

水
量
に

対
し
て

ピ
ツ

ト
の

大
き
さ
が
小
さ
く
て

ア
ル

カ

リ
を
注

入
し
て

も
完
全
に

中
和
さ
れ
な
い

等

不
完
全
で

あ
る
。

な
お
、

中
和
処
理

施
設
の

完
成
時
期
は
、

一

応
本
年
七

月
を
目
標
と
し
て
い

る
。

ガ
ス

に
つ

い

て

も
具
体
的
資
料
が
な
い

の

で

適

否
の

断
定
は
で

き
な
い

が
、

こ

の

計

画
で

は
硫
酸
ミ
ス

ト
二

酸
化
硫
黄
を

除
去
す
る
こ

と
は
、

困
難
と
思
わ
れ

る
の

で
、

更
に

具
体
的
な
資
料
の

提

出
を
要
求
し
た
。

㈣
　
株
式
会
社
大
同
鉄
工

所
の

騒
音
及
び
振
動
公
害

①
　
所
在
地

　
横
浜
市
鶴
見
区
上
末
吉
町
一

、

三
四
四

②
　
用
途
地
域

　
住
居
地
域

③
　
操
業
開
始
年
月
　
昭
和
一

五
年
四
月

④
　
資
本
金

　
四
、

五
〇
〇
万
円

⑤
　
従
業
者
数

　
二

四
人

⑥
　
業

種

　
鍛
造
業

⑦
　
公
害
の

種
類

　
騒
音
及
び
振
動

⑧
　
公
害
の

発
生
源
　
①

騒
音
　
鍛
造
機
（
一

ト
ン

及
び
四
分
の
一

ト

ン

エ

ア
ハ

ン

マ

ー

）
の
ハ

ン

マ

衝
撃

音
と
排
気
音
及
び
コ

ン

プ
レ

ツ

サ
ー

の

吸
気
音
。

②
　
振
動
　
鍛
造
機
の
ハ

ン

マ

衝
撃
に

よ
る
振
動

⑨
　
公
害
の

程
度

　
①
　
騒
音
　
近
接
住
宅
で

　
八
〇
ホ
ン

四
〇
〜
五
〇m

の

と
こ

ろ
で

六
五
ホ
ン

（
公
害
基
準
値
　
五
五
ホ
ン

）

②
　
振
動
　
近
接
住
宅
で

　
二

〜
五
㎜

／S

二

〇
〜
二

五m

の

と
こ

ろ
で

〇
・

六
㎜

／S

（
公
害
基
準
値
　
〇
・

六
㎜

／S

）

陳
情
者
　
附
近
居
住
者
　
二

三
人

⑩
　
処
理
経
過

　
三
九
・

一

・

三
一

　
横
浜
市
長
あ
て

陳
情（
二

二

人
連
名
）
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提
出

三
九
・

四
・

二

四

　
工

場
、

陳
情
者
、

市
で

話
し
合
い
。

三
九
・

六
・

一

七

　
再
度
、

横
浜
市
長
あ
て

陳
情
書
提
出
。

三
九
・

八
・

二

五

　
横
浜
市
長
名
で

条
例
八
条
に

よ
る
公

害
防
止
勧
告
。

三
九
・

一

〇
・

二

〇

　
県
、

市
、

工

場
、

陳
情
者
と
で

話
し

合
い
。

三
九
・

一

二
・

三

　
知
事
あ
て

陳
情
書
提
出
。

三
九
・

一

二
・

一

二

　
横
浜
市
長
か
ら
知
事
あ
て

公
害
認
定

申
請
書
提
出
。

三
九
・

一

二

・

二

五

　
工

場
、

陳
情
者
、

市
と
で

話
し

合
い
。

（
現
在
地
で

の

移
設
計
画
が
工

場
側

か
ら
提
示
さ
れ
た
）

四

〇
・

一

・

二

八

　
公
害
と

認
定
さ
れ
た
。

　（
騒
音
及
び

振
動
）

四
〇
・

二

・

四

県
、

市
、

工

場
、

陳
情
者
に

よ
る
話

し
合
い
。

四

〇
・

二
・

一

〇

　
工

場
よ
り
移
設
計
画
の

提
出
が
あ
つ

た
。

四
〇
・

三
・

一

　
認
定
後
の

勧
告
を
行
な
つ

た
。

　（
鶴

見
保
健
所
長
名
）

四
〇
・

三
・

八

　
県
、

市
、

工

場
に

よ
る
移
設
計
画
の

検
討
を
行
な
つ

た
。

四
〇
・

三
・

二

二

　
県
、

市
、

工

場
に

よ
る
移
設
計
画
の

検
討
を
行
な
つ

た
。

四
〇
・

三
・

二

四

　
工

場
よ
り
最
終
の

移
設
計
画
書
案
が

提
出
さ
れ
た
。

四
〇
・

三
・

三
一

　
県
、

市
、

工

場
、

陳
情
者
に

よ
る
話

し
合
い
。

移
設
計
画
を
説
明
し
、

こ

の

計
画
を

実
施
す
る
こ

と
で

陳
情
者
の

了
承
を

得
た
。

四

〇
・

五
・

二

〇

　
鍛
造
機
移
設
の

許
可
申
請
書
が

提
出

さ
れ
た
。

な
お
、

鍛
造
機
移
設
計
画
に

対
し
、

陳
情
者
、

町
内
会
長
ほ
か

附
近
関
係

者
よ
り
承
諾
書
が
提
出
さ
れ
た
。

（
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
公
害
課
「
公
害
行
政
概
要
」（
昭
和
四
十
年
）
神
奈
川
県
庁
蔵

）
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第
二

章
　

社
会
運
動

第
一

節
　
労
働
運
動

二

六
一

　
昭
和
二

十
一

年
一

月
〜
二

十
四
年
六
月

月
別

型
態
別
発
生
労
働
争
議
調

二

十
一

年
〜
二

十
四

年
六
月
　
月
別
型
態
別
発
生
労
働
争
議
調
（
当
月
発
生
）
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備

考

こ

の

統
計
は
当
課
に

報
告
の

あ
つ

た
も
の

で

当
月
発
生
し

た
争
議
行
為
で

あ
る
。

内
訳
の

其
他
と
は
罷
業
、

怠
業
を
除
い

た
工

場
閉
鎖
、

業
務
管
理
亦

W
ild

c
a
t

S
tr
ik

e

と
云
は
れ
た
定
時
退
庁
、

総
辞
職
、

国
鉄
の

安
全
運
転
、

一

斉
賜
暇
戦
術
等
で

あ
る
。

全
般
的
な
傾
向

昭
和
二

十
一

年
、

二

十
二

年
及
二

十
三
年
中
間
迄
は
殆
ん
ど
が
経
済
生
活
向
上
の

為
賃

上
げ
に

終
始
し
此
れ
が
二

十
一

年
の

八
月
産
別
会
議
結
成
か

ら
十
月
攻
勢
と
銘
打
ち
海

員
、

電
産
、

国
鉄
、

東
芝
等
賃
上
・

整
理
問
題
よ
り
横
の

連
絡
を
も
つ

□
り
政
治
的

性
格
を
含
ん
だ
所
謂
「
労
働
攻
勢
」
と
し
て

長
期
亦
長
時
間
ス

ト
で

殆
ん
ど
が
労
働
者

の

勝
利
□
な
つ

た
が
二

十
三
年
中
頃
よ
り
漸
く
金
詰
り
か
ら
企
業
整
理
の

兆
が
抬
頭
し

は
じ
め
る
や
今
迄
の

「
労
働
攻
勢
」　「
防
衛
斗
争
」
と

変
り
要
求
項
目
を
其
都
度
変
へ

た
短
時
間
ス

ト
（
一

時
間
、

二

時
間
、

半
日
ス

ト

）を
数
多
く
行
い

亦
関
連
産
業
と
の

共
同

斗
争
が
活
発
と

な
つ

た
ゝ

め
二

十
四
年
以
降
は
争
議
件
数
が
俄
然
多
く
な
つ

て

ゐ
る
。

因
に
一

月
か
ら
六
月
迄
（
二

十
四

年
）
の

争
議
件
数
七
十
三
件
中
の

・

賃
上
の

た
め
の

争
議
は

　
十
八
件

・

企
業
整
備
反
対
の

た
め
の

争
議
は
　
三
十
五
件

（
退
職
金
問
題
も
含
む
）
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・

其
他
は

　
二

十
件

（
賃
金
遅
配
反
対
、

国
電
同
調
ス

ト

都
公
案
条
例
反
対
同
調
ス

ト

）

と

な
つ

て

ゐ
る
。

（
神
奈
川
県
厚
木
労
政
事
務
所
「
統
計
表
綴
」（
昭
和
二

十
四
年
）
神
奈
川

県
庁
蔵
）

二

六
二

　
昭
和
二

十
一

年
五
月
一

日
現
在
労
働
組
合
名
簿

号
外昭

和
二

十
一

年
五
月
九
日

神
奈
川
県
教
育
民
政
部
長（
印
）

労
働
組
合
（
勤
労
団
体
）
名
簿
に

関
す
る
件

標
証
の

件
に

関
し
今
般
県
下
管
内
に

於
け
る

労
働
組
合
（
勤
労
団
体
）
実
体
把

握
上
其
の

他
必
要
と
認
め

ま
し
た
の

で

五
月
一

日
現
在
に
て

労
政
課
に

て

作
成

致
し
ま
し
た
。

依
つ

て

各
勤
労
署
自
体
に

お
か
れ
て

も
何
か
と
連
絡
上
必
要
と

思
は
れ
ま
す
の

で
、

御
参
考
迄
に

御
送
附
致
し
ま
す
。

「

昭
和
弐
拾
壱
年
五
月
壱
日

労
働
組
合
（
勤
労
団
体
）
名
簿

神
奈
川
県
労
政
課

」

各
勤
労
署
長
殿
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